
＜別系氏1：代謝物／分解物略称＞  

記号   略称   化学名   

Ⅱ  CPT   1イ2－クロロフェニル）・4，5－ジヒドロー1月㌧テトラゾール甘オン   

Ⅰ［  YRC4694   
jV一エチルー」Ⅴ－（4－ヒドロキシシクロへキシル）－4イ2－クロロフェニル  

－4，5－ジヒドロー5－オキソrlg－テトラゾールー1イル）カルポキサミド   

Ⅳ  CI）TMe   
1－（2－クロロフェニル）一4一メチルー4，5－ジヒドロー1月■テトラゾールー5一  

オン   

Ⅴ  CPT－AI．A   
2一アミノー3－【4－（2－クロロフェニル）一4，5－ジヒドロー5－オキソー1月‾サト  
ラゾールー1イル1プロピオン酸   

Ⅵ  CPT－AA   
［4－（2－クロロフェニル）14，5－ジヒドロ・－5－オキソー1ガーテトラゾール十  

イル】酢酸   

Ⅶ  CPT－LA   
3－［4一（2－クロロフェニル）－4舟ジヒドロー5一オキソー1月‾－テトラゾール  

－1－イル］一2－ヒドロキシプロピオン酸   

Ⅷ  ECWlO212   
」V－［4－（2－クロ白フェニル）－4，5－ジヒドロー5－オキソー1」好一テトラゾール  

－1－イル）］カルポニルーノV－エチルアミノシクロヘキシルグルクロニ ド   

Ⅸ  OH－CPT   
3－クロロ寸（4，5－ジヒドロー5－オキソー1月■－テトラゾールー1－イル）フェ  

ノール   

Ⅹ   
CI）T－   4－ほ－クロロフェニル）一4，5－ジヒドロー5－オキソー1月∴テトラゾールー1－  

グルクロニド  イルグルクロニド   

ⅩⅠ  CEA   」V－エチルシクロへキシルアミン   

ⅩⅡ  OH－CEA   エチルアミノシクロヘキサノール   

ⅩⅠⅡ  ECWlO439A  N－シクロヘキシルグリシン   
ⅩⅣ  CA  シクロへキシルアミン   

OH－CEA－CO－  JV－【」Ⅴ－エチルーjV一（ヒドロキシシクロヘキシル）カルバモイル］グルタ  

ⅩⅤ       グルタミン酸  ミン酸   

CEA－CO－OH－  
ⅩⅥ   グルタミン酸  3－（ノV－シクロへキシルーjV－エチルカルバモイルオキシ）グルタミン酸   

ⅩⅥl  
」V－（」V－シクロヘキシルー」Ⅴ－エチルカルバモイル）－3－ヒドロキシグル  

ダミン酸   

CEA－CO－  

ⅩⅧ   タウリン酸   
」Ⅴ－（ノⅤ－シクロヘキシルーjV－エチルカルバモイル）タウリン酸   

CEA－CO－  

ⅩⅨ   グルタミン酸   
〃一（JV－シクロヘキシルーjV－エチルカルバモイル）グルタミン酸   

ⅩⅩ  ECWlO438   シクロ／＼キシルクレア   

ⅩⅩⅠ  ECWlO435   1－シクロヘキシルビウレト   

CA－CO－S－tyS  
ⅩⅩⅡ   －jV－aC   JV－アセチルーg－シクロヘキシルカルバモイルシステイン   

ⅩⅩⅢ  1－シクロヘキシルー1一エチルクレア   

クレアージヒドロ  

ⅩⅩⅣ   キシーCEA   
1－エチ／レ1－（ジヒドロキシシクロヘキシル）ウレア   

ⅩⅩⅤ  1－シクロヘキγルー1－エチルビウレト   

ⅩⅩⅥ  」Ⅴ－（jV－シクロヘキシルー」Ⅴ－エチルカルバモイル）シアナミド   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

AChE   アセチルコリンエステラーゼ   

al   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALD   アルドリンエポキシダーゼ   

ALf〉   アルカリホスファターゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
ALT  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

アスパラギン酸アミノトランスラエラーゼ  
AST  

（＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT））   

ATP   アデノシン三リン酸   

BBN   〟プチルー〃一（4－ヒドロキシプチノレ）ニトロソアミン   

BCF   生物濃縮係数   

BrdU   5－ブロモー2，－デオキシウリジン   

CbE   コリンエステラーゼ   

Cmax   最高濃度   

CYP   チトクロームP450アイソザイム   

DMSO   ジメチルスルホキシド   

ECOD   エトキシタマリンαデェチラーゼ   

EC50   50％効果濃度   

EDTA エチレンジアミン四酢酸   

EH   エポキシドヒドロラーゼ   

FOB   機能観察総合検査   

EROD   エトキシレゾルフィンαデェチラーゼ   

rグルタミルトランスフエラーゼ  
GGT  

（＝†－グルタミルトランスぺプチターゼ（†－GTP））   

GSH   グルタチオン   

GST   グルタチオンーS－トランスフエラーゼ   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

Ht   ヘマトクリット値   

享C50 50％阻害濃度   

LC50   半数致死濃度   

LDH   乳酸脱水素酵素   

LD50   半数敦死量   

LGL   ラ「ジ・グラニュラー・リンフォサイティツク（大顆粒リンパ球）   

リンパ球数  bm  

l■  
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lLlC メチ′レセルロース   

MCV   平均赤血球容積   

MetHb   メトヘモグロビン量   

NTE   神経障害標的エステラーゼ   

OPIDN   有機リン剤誘発遅発性神経障害   

PCNA   増殖性細胞核抗原   

PEC   動植物被害予測濃度   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PIノー   血小板数   

RBC   赤血球数   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Chol   総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tmax   最高濃度到達時間   

TOCP   リン酸トリーαクレジル   

TP   総蛋白質   

TPO   甲状腺ペルオキシダーゼ   

TRR   総残留放射能   

TSH   甲状腺刺激ホルモン   

Tl／2   消失半減期   

T3   トリヨードサイロニン   

T4   サイロキシン   

UDPGT   ウリジンニリン酸グルクロニルトランスフエラーゼ   

Ure   尿素   

WBC   白血球数   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞   

試  残留値（mg／kg）  

作物名  験   公的分析機関  社内分析機関  

圃 場  
（分析部位） 実施年度  使用章 （kga地a）  

Ⅱ  フェントラザミド  Ⅱ  
合計  合計  

数   最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

水稲（玄米）  ロ  

1996年度  10A  ロ   

水稲（稲わら）  ロ  ロ  108  ＜0．02  ＜0．02  く0．04  ＜0．04  ＜0．06  ＜0．02  く0．02  ＜0．04  ＜0．04  ＜0．06  
1996年度  1  ロ  100  ＜0．02  ＜0．02  く0．04  ＜0．04  ＜0．06  ＜0．02  く0．02  ＜0．04  ＜0．04  ＜0．06   

＜0■．005  ＜0．005  ＜0．01  く0．01  ＜0．015  

水稲（玄米）  1  1 1  92 97  ＜0．005  く0．005  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．015  

1998年度   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．015  

1  1 1  94 99  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．015  
10A  

＜0＿02  く0．02  ＜0．04  ＜0．04  ＜0，06   

水稲（稲わら）  ロ  1 ロ  92 97  ＜0．02  ＜0．02  ＜0、04  ＜0，04  ＜0．06  

1998年度  ＜0．02  ＜0．02  ＜0，04  ＜0．04  く0．06  

ロ  1 1  94 99  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．04  ＜0．04  ＜0．06  

水稲（玄米） 97  ＜0．005  ＜0，005  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．015   

1998年度   
4B   

1  99   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．015  

A：フェントラザミド3％、イヤゾスルフロン0．9％、ダイムロン10％含有粒剤   
B‥フェントラザミド7．5％、イマゾスルフロン3．0％含有ジャンボ剤  
・処理方法は、いずれも水面散布とした。   

（参考）その他の代謝物の分析結果  

試  

作物名  験  
残留値（mg／kg）  

使用量  
（分析部位）  

（kga∽1a）  
実施年度  

圃   
場  Ⅵ  Ⅳ  Ⅶ  ． XI  

数   最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最 

水稲（玄米）  10A   1  1  108  ＜0．01  ＜0．01  

1996年度  100  0．02  0．02   

水稲（玄米）  d  Ⅶ  108  ＜0，01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  
10A  

1996年度  1  ロ  100  0．02  0．02  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0，01   

8  92  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  

水稲（玄米）  10A   1                         ロ  97  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0－01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  
1998年度  1  94  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  

1                         ロ  99  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01   

水稲（玄米）  b  1  97  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01－  ＜0．01  く0．01  

1998年度   
4B  ロ  1  99  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0、01  ＜0＿01  ＜0．01  ＜0，01  く0．01   

水稲（稲わら）  10A   
b  d  108  0．10  0．10  

1996年度  1  ロ  100  0．31  0．30   

水稲（稲わら）  10A   
b  8  97  0．06  0．05  ＜0．04  ＜0．04  0．05  0．05  ＜0．04  ＜0．04  

1996年度  u  1  99  0．29  0．28  ＜0．04  ＜0．04  0．14  0．14  ＜0．04  ＜0．04   

8  92  0．09  0．08  ＜0．04  ＜0．04  0．13  0．13  ＜0．04  ＜0．04  

水稲（稲わら）  10A   ロ                         ロ  97  0．08  0．08  ＜0．04  ＜0．04  0．09  0．09  ＜0．04  ＜0．04  
1998年度  8  94  0．13  0．13  ＜0．04  ＜0．04  0．06  0．06  ＜0．04  ＜0．04  

1                         口  99  0．11  0．10  ＜0．04  ＜0．04  0．07  0．06  ＜0．04  ＜0．b4   

A‥フェントラザミド3％、イマゾスルフロン0．9％、ダイムロン10％含有粒剤   
B：フェントラザミド7．5％、イマゾスルフロン3．0％含有ジャンボ剤  

・処理方法は、いずれも水面散布とした。  
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37 イヌにおける慢性経口毒性試験（GLP対応）：バイエルコープ 毒性研究所（アメリカ）、   

1997年、未公表  
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38 ラットを用いた飼料混入投与による慢性毒性／発がん性併合試験（GLP対応）：バイエル  

社 毒性研究所（ドイツ）、1997年、未公表  

39 マウスを用いた発がん性試験（GLP対応）：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1997  

年、未公表  

40 ラットの繁殖性に及ぼす影響（GLP対応）：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1997  

年、未公表  

41ラットを用いた催奇形性試験（GLP対応）：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1996  

年、未公表  

42 ウサギを用いた催奇形性試験（GLP対応）：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1997  

年、未公表  

43 植物代謝物：CPT一酢酸（CPT・AA）［Ⅵ］のウイスター系ラットを用いた催奇形性試験  

（GLP対応）：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1997年、未公表  

44 細菌を用いたDNA修復試験（GLP対応）：日本バイエルアグロケム株式会社 環境安  

全研究部、1997年、未公表  

45 細菌を用いた復帰突然変異性試験（GLP対応）：日本バイエルアグロケム株式会社 安  

全性評価研究部、1995年、未公表  

46 チャイニーズハムスター由来V79細胞を用いた血血染色体異常試験（GLP対応）：  

バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1996年、未公表  

47 チャイニーズハムスター由来V79培養細胞を用いたHPRTを指標にした前進突然変異  

性試験（GLP対応）：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1996年、未公表  

48 ラット初代肝臓培養細胞を用いたih血不定期DNA合成（UDS）試験（GLP対応）：  

バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1996年、未公表  

49 マウスにおける小核試験（GLP対応）：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1995年、  

未公表  

50 ラット雌の膜胱上皮での元＝五和32P－ポストラベリングアッセイ（GLP対応）：バイエル  

社 毒性研究所（ドイツ）、1997年、未公表  

51動物、植物、土壌代謝物：CPT【Ⅱ】の細菌を用いた復帰突然変異性試験（GLP対応）：  

バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1997年、未公表  

52 植物、土壌代謝物：CPT－Me【Ⅳ］の細菌を用いた復帰突然変異性試験（GLP対応）：日  

本バイエルアグロケム株式会社 環境安全研究部、1997年、未公表  

53 植物代謝物：CPT一酢酸（CPT－AA）［Ⅵ］の細菌を用いたDNA修復試験（GLP対応）‥  

日本バイエルアグロケム株式会社 環境安全研究部、1997年、未公表  

54 植物代謝物：CPT一酢酸（CPT－AA）［Ⅵ】の細菌を用いた復帰突然変異性試験（GLP対  

応）：日本バイエルアグロケム株式会社 環境安全研究部、1997年、未公表  
55 植物代謝物：CPT一酢酸（CPT－AA）［Ⅵ】のチャイニーズハムスター由来V79細胞を用  

いた血一血染色体異常試験（GLP対応）：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1997  

年、未公表  

56 植物代謝物：CPT一酢酸（CPT－AA）【Ⅵ】のチャイニーズハムスター由来V79培養細胞  
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を用いたHPRTを指標にした前進突然変異性試験（GLI）対応）：日本バイエルアグロケ  

ム株式会社 環境安全研究部、1997年、未公表  

57 植物代謝物：CPrLA［Ⅶ】の細菌を用いた復帰突然変異性試験（GLP対応）：日本バイ  

エルアグロケム抹式会社 環境安全研究部、1997年、未公表  

58 動物、植物、土壌代謝物：CEA［ⅩⅠ］の細菌を用いた復帰突然変異性試験（GLP対応）：  

日本バイエルアグロケム株式会社 環境安全研究部、1997年、未公表  

59 動物、植物代謝物：4－OHCEA［ⅩⅡ】の細菌を用いたDNA修復試験（GLP対応）：日  

本バイエルアグロケム株式会社 環境安全研究部、1997年、未公表  

60 動物、植物代謝物：4－OHCEA［ⅩII］の細菌を用いた復帰突然変異性試験（GLP対応）：  

日本バイエルアグロケム株式会社 環境安全研究部、1997年、未公表  

61推定植物代謝物：CEA－Urea［ⅩⅩⅢ〕の細菌を用いた復帰突然変異性試験（GLP対応）：  

日本バイエルアグロケム株式会社 環境安全研究部、1998年、未公表  

62 フェントラザミドを経口投与したラットの赤血球におけるフェントラザミド及び代謝物  

の分析（GLP対応）：日本バイエルアグロケム株式会社 環境安全研究部、2000年、未  

公表  

63 植物代謝物：CPrF酢酸（CPT－AA）［Ⅵ】のラットへの単回経口投与後の血祭中の動態及  

び排泄：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1997年、未公表  

64 フェントラザミドの神経毒性エステラーゼ（NTE）阻害能力とその機作：バイエル社 毒  

性研究所（ドイツ）、1997年、未公表  

65 ラットを用いた作用機作解明特殊試験（2週間混餌投与試験）（GLP対応）：バイエル社  

毒性研究所（ドイツ）、1998年、未公表  

66′ 血l血における神経細胞に対する影響：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1998▲年、  

未公表  

67 ラットのコリンエステラーゼ（ChE）活性に及ぼす影響：日本バイエルアグロケム株式  

会社 環境安全研究部、1997年、未公表  

68 フェントラザミドと甲状腺ペルオキシダーゼに触媒された反応の血血における相互  

作用：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1997年、未公表  

69 ラット膜胱における中期発がん性試験：大雄会医科学研究所、2000年  

70 初期膀胱病変および勝胱上皮細胞増殖活性の検索試験：大雄会医科学研究所、2000年  

71シクロへキシルー1－14Cフェントラザミド及びフェニルーUL－14Cフェントラザミドを用い  

た亜急性毒性試験のラット体内における代謝（GLP対応）：バイエル社 代謝・残留研  

究所（ドイツ）、1998年、未公表  

72 ラットの肝薬物代謝酵素活性、肝プロトポルフィリンⅨ量の測定、コリンエステラーゼ  

活性の測定：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1997年、未公表  

73 マウスを用いた肝薬物代謝酵素活性及び肝プロトポルフィリンⅨ量の測定、胆のう内容  

物の化学分析：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、1997年、未公表  

74 フェントラザミド混餌投与後のマウス胆汁に対する細菌を用いた復帰変異試験：日本バ  

イエルアグロケム株式会社 安全性評価研究部、2000年、未公表  
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75 胆のう増殖細胞核抗原（PCNA）免疫染色追加試験：（財）残留農薬研究所、2000年、  

未公表  

76 イヌにおける肝臓酵素及び胆のうのトキシコダイナミミックスの解明試験（GLP対  

応）：バイエルコープ毒性研究所（アメリカ）、1997年、未公表  

77 フェントラザミドの胆管にカニュレーションした雌イヌにおける胆汁流量、胆汁組成及  

び肝機能パラメータへの影響（6週間混餌投与）：バイエル社（ドイツ）前臨床薬物動態  

研究所、毒性研究所、2000年、未公表  

78 フェントラザミドの胆管にカニュレーションした雄ラットにおける胆汁流量、胆汁組成  

及び肝機能パラメータヘの影響（7週間混餌投与）：バイエル社（ドイツ）毒性研究所、  

代謝及び残留分析研究所、2000年、未公表  

79 フェントラザミド及びその代謝物の溶血性試験（血わ加カ：日本バイエルアグロケム株  

式会社 環境安全研究部、1999及び2000年、未公表  

80 フェントラザミド及びその代謝物CPT［Ⅱ】の血豆加系におけるラット赤血球に対す  

る影響：バイエル社 毒性研究所（ドイツ）、2000年、未公表  

81 フェントラザミドの高用量連続投与によるラット血液への影響：日本バイエルアグロケ  

ム株式会社 環境安全研究部、2000年、未公表  

82 フェントラザミドの魚介類における最大推定残留値に係る資料  

83 国民栄養の現状一平成10年国民栄養調査結果一：健康・栄養情報研究会編、2000年  

84 国民栄養の現状一平成11年国民栄養調査結果－：健康・栄養情報研究会編、2001年  

85 国民栄養の現状一平成12年国民栄養調査結果一：健康・栄養情報研究会編、2002年  

86 食品健康影響評価について  

（URL：http：／／www．fgc．go．jpnlyOuka／hynlyTuke－fentrazamide－200205．pdf）  

87 第225回食品安全委員会  

（URL：http：／／www．fgc．gojp／iinkai／i－dai225／index．html）  

88 第22回農薬専門調査会総合評価第一部会  

（URL：http：／／www．fbc．go．jp／senmon／nouyakn／sougoul＿dai22／index．html）  

89 第43回農薬専門調査会幹事会  

（URL：http：／／www．fgc．go．jp／senmoIl／nouyaku／kanjikai＿dai43／index．html）  
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